
 

 

 

 

 

 

 

１０月１３日に児童総会

を行いました。波佐小学校

をもっとよくするために、児童会が５つの「波佐っ子のふるまい」を提

案しました。この取組をしたらどんないいことがあるのか子どもたち

に尋ねると、「人に迷惑をかけない」「みんながいい気持ちで過ごせ

る」等の意見が返ってきました。私からも、これらは、勉強がよくわか

ることなどの土台になるものであることを付け加えました。 

今後、児童会がチームで分担して、具体的な取組を進めていき

ます。「みんなで創る ほっと いきいき 波佐小学校」をめざし、児

童が主体的に学校づくりに参画してくれることをとてもうれしく思

っているところです。 

 

１０月１９日に行われた浜

田市体操競技大会に、５・６

年生４名が参加しました。それぞれ、練習した成果を存分に発揮

し、自分で納得の演技ができたことが何より嬉しいことでした。こ

の取組を通して「がんばればできる」ことを学ぶことができました。 

本校はクラブ活動として、１学期から少しずつ練習を重ねてきま

した。特に、講師として青木誉之さんに何度もご指導いただけたこ

とは、本当にありがたかったです。 
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 2 日（金） 児童集会 

 6 日（火） 島根県学力調査（5・6年） 

 9日（金） スクールカウンセラー来校 委員会 

13日（火） ガラクタ音楽会（今福小にて） 

14 日（水） 書き初め練習会 個人懇談 

20日（火） 校外班会 JP 貯金 

 

21 日（水） しめ縄づくり 

22日（木） 大掃除 

23日（金） 終業式 給食終了 

29日（木） 学校閉庁（1/3 まで） 
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文責：池辺 

１・２年生による壮行式 

○人の話をしっかり聞く 

○行動はてきぱき落ち着いて 

○１人１人が時計を見る 

○自分から返事をする 

○自分の考えを伝える 



「問題解決に自律的に取り組む児童の育成」を研究主題として、１０月２６日に５・６年生が、算数

の授業を公開しました。県内から１５名の参加者がありました。子どもたちは、始まるまでは緊張して

いたようですが、授業では普段通りの姿が見られました。すぐには解決できない課題に対しても、自

分たちで対話をしながら試行錯誤し、最後まで粘り強く取り組む姿に、参観者は感心していました。

研究協議では、他にも次のような点をほめていただきました。 

・これまでの積み重ねで授業スタイルが確立しており、自然な流れで安心して取り組めていた。 

・子ども同士のかかわりが自然で、特に対話のところで柔軟に授業を進めることができていた。 

・教師が出過ぎることなく、子どもたちの考えを引き出し、励ますかかわりをしていた。 

本研究を通して子どもたちが身に付けた、自律的に問題解決に取り組む姿は、他の学習や生活場

面にも広がっており、これからの社会をたくましく生き抜く力につながるものと期待しています。 

   
 
 

 

 智翠ブラス in波佐小 10/30 

 
学生約７０名と観客約２００名

が波佐小体育館に集まりまし

た。演奏、合唱、ミュージカル

と、趣向を凝らしたステージを

楽しませてもらいました。波佐

まちづくり委員会の皆様には、

大変お世話になりました。 

避難訓練（地震）10/31 

 
全員きびきびと避難行動がで

きました。「物が落ちてこない、

倒れてこない、移動してこな

い」場所への避難が、自分で

判断し行動できることをめざし

ます。 

連合音楽祭 1１/９ 

 
今年度は、石央文化ホールで

無観客での収録となりました。

子どもたちも職員も緊張して

いましたが、満足のいく演奏が

できました。保護者の皆様に

は、後日 YouTubeでの視聴

をご案内する予定です。 

学習発表会 1１/12 

 
人数が少ない分、一人一人の

出番が多く大変でしたが、一

生懸命に練習した成果が十

分に発揮できました。子どもた

ちも満足そうで何よりです。各

ご家庭のご支援・ご協力、あり

がとうございました。 

畳ヶ浦見学 11/15 

 
理科「大地のつくり」の学習で、

５・６年生が畳ヶ浦に行きまし

た。地層、断層、化石、・・・と、ま

さに天然の博物館でした。子ど

もたちは大喜びでした。 

ブラインドサッカー教室 11/17 

 
島根オロチビート浜田の方か

ら、目の障がいについての話を

聞いた後、実際に鈴の入ったボ

ールを蹴ったり、白杖を持って点

字ブロックの上を歩いたりしまし

た。相手の立場に立つことを体

験的に学びました。 


